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SPring-8
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SPring-8ビームラインマップ

★共⽤ビームライン
●専⽤ビームライン

理研ビームライン
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SPring-8共⽤ビームライン利⽤制度変遷
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SPring-8課題種（1）
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SPring-8課題種（2）

（参考）SPring-8 User Information マイページ課題申請ページ
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SPring-8共⽤課題の利⽤料⾦
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SPring-8の利⽤制度の改正

2022A 期から導⼊
●緊急課題の改正 ⇒対象事項を拡⼤し、「緊急・特別課題」に改称

緊急・特別課題へと名称を変更。緊急かつ極めて重要と思われる利⽤提案に加え、国⺠の関⼼が
極めて⾼く、当該科学技術分野、社会・経済への寄与度が極めて⾼い研究で、即時利⽤の必要性
が認められる利⽤提案についても、「緊急・特別課題」として随時募集し、迅速に選定する。

●時期指定課題の改正 ⇒「時間単位利⽤」の設定
新しいニーズの開拓を⽬的として、産業利⽤ビームラインでのみ⾏っている「産業利⽤準備課
題」（テストユース）に相当する制度として、測定の可否判断、測定条件の検討等を⽬的として
時期指定課題を時間単位で利⽤できるようにする。利⽤後の追加データの取得にも活⽤可とする。

●⼤学院⽣提案型課題の改正 ⇒「⻑期型」の設定
⼤学院⽣が⾃由な発想でテーマ設定を⾏う⼤学院⽣提案型課題において、有効期間を博⼠後期
課程の期間と連動する1 年〜3 年間とするカテゴリーを新たに設定し、学⽣教育のための安定
かつ計画的なビームタイムを確保する機会を提供し、施設利⽤を通じた⼈材育成の推進に資する。

2022B 期から導⼊
●課題募集の頻度拡⼤ ⇒「年6回募集」の拡⼤

産業利⽤ビームラインでのみ実施している年６回募集を他の共⽤ビームラインの⼀部にも展開。

●産業利⽤ビームラインⅠ・Ⅱ・Ⅲの運⽤変更 ⇒「学術」のグループにも利⽤開放
実験責任者または共同実験者に「⺠間企業」もしくは「産業界に準ずる機関」に属する⽅を含ま
ない、学術機関のグループからも産業利⽤ビームラインを利⽤できるように運⽤⽅法を変更。
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⻑期間有効な利⽤制度の改正

⻑期利⽤課題 パートナーユーザー課題 新分野開拓利⽤課題

⻑期の成果公開優先利⽤

理研 基盤開発プログラム 重点研究課題（領域指定型）

⽬的︓傑出した成果の創出
新しい研究領域・⼿法の開発
放射光トップユーザーの獲得

機能︓2年間の⻑期的かつ充分な配分
（⼤学院⽣の育成にも活⽤）
複数ビームラインの利⽤

⽬的︓ユーザー提案による装置開発
⾼度化による先導的利⽤研究
⾼度化に伴うユーザー⽀援

機能︓2年間の⻑期的かつ充分な配分
（⼤学院⽣の育成にも活⽤）
旅費⽀援・消耗品実費負担免除

⽬的︓新しい複合・融合領域の開拓
多⾓的放射光測定⼿法の確⽴
分野外のトップ研究者の利⽤

機能︓プロジェクト・グループ利⽤
2年間の⻑期的かつ充分な配分
複数ビームラインの利⽤

計画的なビータイム確保

ユーザー提案による新装置開発⼤学院⽣の育成 複合・融合領域の開拓等

ユーザー⽀援補助
JASRI 外来研究員

既 既

⼈

新

既 ⼤学院⽣提案型課題（⻑期型）

既

新 新規制度

既存制度

JASRI ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進室の拡充
利⽤研究領域・利⽤⼿法の開発

⼈

改正における考え⽅
★利⽤制度の新設ではなく抜本的に⾒直す 既存制度を活⽤して現⾏の利⽤課題の⽬的&機能を継承・発展 分かり易い利⽤制度
★ユーザー利⽤を念頭に置いた施設側における⾼性能化の推進 施設側が有する専⾨的知⾒・開発資⾦等の提供 共⽤への円滑移⾏

⼈事制度（既存）⼈
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2025年度 SPring-8申請/採択課題数

課題数ベースで計上（複数BL実施課題はそれぞれで計上）
*2025B期は暫定値（2026/2/9現在）

採択率︓70.1%

採択率︓73.1%
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2025年度 SPring-8申請/採択
研究分野分類・所属機関別推移

申請/採択研究分野分類推移 単位︓課題数 申請/採択所属機関別推移 単位︓課題数

課題数ベースで計上（複数BL実施課題はそれぞれで計上）
*2025B期は暫定値（2026/2/9現在）
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SACLA
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SACLA ビームライン 課題種
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2025年度 SACLA 申請/採択課題数

*2025B期は暫定値（2026/2/9現在）

採択率︓61.1% 採択率︓60.7%
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2025年度 SACLA申請/採択
研究分野分類・所属機関別推移

*2025B期は暫定値（2026/2/9現在）

申請/採択所属機関別推移 単位︓課題数申請/採択研究分野分類推移 単位︓課題数
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NanoTerasu
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NanoTerasu共⽤ビームライン/課題種

NanoTerasu共⽤ビームライン課題種

NanoTerasu共⽤ビームライン

出典︓国⽴研究開発法⼈量⼦科学技術研究開発機構
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NanoTerasu共⽤ビームライン 申請/採択課題数

採択率︓50.7% 採択率︓53.8% 採択率︓32.7%
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NanoTerasu共⽤ビームライン 申請/採択
研究分野分類・所属機関別推移

申請/採択研究分野分類推移 単位︓課題数 申請/採択所属機関別推移 単位︓課題数
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NanoTerasuコアリションビームライン/課題種

NanoTerasuコアリションビームライン課題種

NanoTerasuコアリションビームライン

出典︓国⽴研究開発法⼈量⼦科学技術研究開発機構
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NanoTerasuコアリションビームライン申請/採択

申請/採択課題数

採択率︓41.3%

申請/採択研究分野分類 申請/採択所属機関別

NanoTerasuコアリションビームライン共⽤の募集は2026A期開始
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